
 

 

平成２８年度 学校評価 

宮城県田尻さくら高等学校 

生徒提出分 

～回収率・肯定的評価がともにアップ！ ～ 

  

回収率が，昨年度の７９％から，今年度は８２．４％へと伸びた。年次で見ると，１年次８３％，２

年次８２％，３年次８３％となっており，長欠者を除くと，ほとんどの生徒から回収されたものと考え

られ，その評価は尊重すべき貴重なデータであると言える。 

 

（１）肯定的評価（とても当てはまる･だいたい当てはまると回答）が高いもの，伸びたもの 

①少人数授業は，授業内容を理解するのに役立っている。 ９０％→９５％ 

②日常の清掃活動にまじめに取り組んでいる。 ８３％→９２％ 

③災害・非常時の避難方法や連絡方法は伝えられている。 ７８％→８８％ 

④挨拶やマナーなどの基本的生活習慣の確立に関する指導が行われている。 ８５％→９１％ 

⑤進路志望別見学会や進路講話など，進路目標の明確化に向けた適切な指導が行わ

れている。 

９２％→９１％ 

※全年次による比較 

①少人数授業による授業内容の理解が９５％と，評価の割合が大変高くなっている。今後も一人ひとり

の学びの状況をきめ細かく把握し，手厚い授業の実践が必要であると思われる。保護者もそのことを

望んでいる。（保護者回答９６％） 

②清掃活動への取り組みや挨拶･マナーへの指導に対する評価が高くなっていることから，基本的生活習

慣に関する指導が生徒へ浸透してきていると考えられる。今後も生活指導をしっかり行っていきたい。 

③年度当初に行った災害･非常時の安否確認メールの練習などが功を奏し，評価の割合が高くなっている。

いつ災害が起こるか分からないことから，教職員が防災に関する意識を高く持つことが大事であり，

常時防災マニュアルを確認する必要がある。 

④挨拶マナーについての指導が生徒の心に響き，自治会のあいさつ運動もとてもよい活動ではなかった

か。継続的に粘り強くコミュニケーションをとりながら社会に通用する人材を育成したい。保護者も

このような指導を望んでいる。（保護者回答８５％） 

⑤進路指導について，常に出口を意識しながら，さらに，社会で活躍できる人材の育成に教職員は全て

の教育活動で指導していくべきであると感じた。保護者からも高評価であった。（保護者回答９１％） 

 

 

（２）否定的評価（あまり当てはまらない･当てはまらないと回答）が高いもの･伸びたもの 

愛好会活動は活発に行われている。 ５７％→５５％ 

※全年次による比較 

･この項目のみ，否定的評価の方が肯定的評価の割合を上回っている。生徒に問題意識を持たせることも

必要だが，この問題に対しオリエンテーション時等，生徒に考え働きかけることも必要になってきて

いると考える。 

 

 



 

 

平成２８年度 学校評価 

宮城県田尻さくら高等学校 

 

保護者提出分 

  ～学校生活のより一層の充実を図っていきます！ ～ 

 

  回収率が，昨年度の４８％から，今年度は６４．８％へと大幅に伸びた。先生方が日頃より，

提出物をしっかり出させる指導を行っていることによる回収率向上であると思われる。 

  ここでは，とくに目立った項目を取り上げてみる。 

 

（１）肯定的評価（とても当てはまる･だいたい当てはまると回答）が高いもの，伸びたもの 

①子どもは，学習の仕方や内容を身につけている。 ７６％→８６％ 

②子どもたちの学習や読書活動に図書館が役立っている。 ６７％→７５％ 

③保護者に対して，ギャラリー通信やさくらメールなどによって，学校の情報は適

切に伝えられている。 

８７％→９５％ 

※全年次による比較 

①保護者の多くは，田尻さくら高校に子どもが入学してよかったと考え，学校が熱心に教育活動に

取り組んでおり，子どもの学校生活は充実していると感じている。 

①保護者は，本校の特色である少人数授業やそれによる学習内容の理解促進に高い評価をしている。 

②図書館については，生徒の肯定的評価が昨年度も今年度も８割を超えており，生徒の声が保護者

の評価（７５％）につながっていると思われる。図書貸し出し数も本校は多いことから，生徒の

教育に大変寄与していると思われる。 

③保護者に対する連絡については，９５％と評価が大変上がっている。情報処理部の先生方を始め，

各分掌の部長や年次主任による情報伝達が少しずつ成果を上げていると思われる。 

 

 

 

（２）否定的評価（あまり当てはまらない･当てはまらないと回答）が高いもの･伸びたもの 

ＰＴＡ活動は活発であり，積極的に参加している。 ４８％→５１％ 

※全年次による比較 

･PTA 活動については，保護者自身の｢積極的な参加｣についての自己評価なので，否定的評価の割合

が高いのは当然であろう。しかしながら，現状をしっかり把握した上で，総務部の先生方を中心と

した働きかけが今後も必要であろうと思われる。 
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校訓を知っている。［本校の校訓 （１）自律 （２）進取 （３）誠実］ 

田尻さくら高校に入学して良かった。 

田尻さくら高校の特色である少人数授業は、授業内容を理解するのに役立ってい

る。 

図書館は利用しやすい雰囲気である。 

生徒指導は、社会常識を踏まえており、適切である。 

進路に関する資料はわかりやすい。 

保健室は利用しやすく、自分の心身の健康管理に役立っている。 

日常の清掃活動にまじめに取り組んでいる。 

災害・非常時の避難方法や連絡方法は伝えられている。 

学ぶ意欲を引き出し、学力を身につけられるような授業が行われている。 

挨拶やマナーなどの基本的生活習慣の確立に関する指導が行われている。 

進路志望別見学会や進路講話など、進路目標の明確化に向けた適切な指導が行わ

れている。 

教員やカウンセラー，ソーシャルワーカーが必要なときに相談に応じてくれる体

制ができている。 

愛好会活動は活発に行われている。 

自治会活動は活発に行われている。 

球技大会や高校祭、講演会など、有意義な学校行事がある。 

田尻さくら高校は、地域や伝統などに根ざした特色ある学校づくりに取り組んで

いる。 

保護者に対して、ギャラリー通信やさくらメールなどによって、学校の情報は適

切に伝えられている。 

校舎やグラウンドなどの施設や設備は整っている。 

学校として、日頃からいじめの早期発見に取り組んでいる。 

学校生活はとても充実している。 
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